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キーワード ①生活支援施設  ②施設の成立性  ③居住誘導区域の評価 
集約型の都市構造を形成し、都市の持続性を高めるためには、行政機能、医療機能、福

祉機能、商業機能などの都市生活を支援する機能が集約・維持され、公共交通によるアク
セスの充実が図られることが必要であるが、これらの生活支援機能のうち、例えば、商
業、医療、福祉等の機能は、それらが立地して持続的に維持されるためには一定の人口が
必要となる。また、これらの生活支援施設が撤退することで居住者にとっては QOL の低
下を招く事になる。このような視点から本研究は商業施設を主に施設撤退危険性が高ま
る一定エリア人口の評価と施設撤退による地域のサービス水準の低下の評価を行う手法
の考え方を示すものである。 

 


